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１．芯持ち構造材の特徴	


•  断面が大きく乾燥時間が長くなる	
  
•  構造材の価格が安い	
  
•  4面とも収縮の大きな接線方向	
  
•  通常の乾燥では乾燥応力が反転しない	
  
•  強度的に弱い未成熟材を含む	




	
  収縮曲線	




乾燥中に発生する応力と損傷�

•  収縮は繊維飽和点（FSP)以下で発生する。	


•  含水率分布がある。たとえば乾燥初期で

は表面の含水率は、FSP以下になり、収縮
が始まるが、内部の含水率はまだFSP以
上であるため、寸法変化はない。ここで応
力が発生する。	



•  場合によっては表面割れが発生する。�



乾燥中の応力経過	


芯持ち材の表面は常に
引っ張り応力が作用して
いる	








背割り・表面割れと強度低下	


•  木材は繊維を切らなければ弱くならない。	


•  割れが大きいとヤング率が大きいということ
ではなく、密度が高ければ割れやすい。また
密度が高ければヤング率が高いと理解すべ
きである。	
  



2．板の厚さの影響�

    ​𝑡2/𝑡1 =(​𝑑2/𝑑1 )n	


	



 ここで   t1:厚さd1の板の乾燥時間	


       ��  t2:厚さd2の板の乾燥時間	


              n�:�1.5~2� 	

	





乾燥温度と乾燥時間(100℃以上） 



芯持ち材の高温乾燥�
大きな表面セットによる内部割れの発生�

（長野県吉田氏提供）�


